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令和６年第１回定例会一般質問通告書順 

 

日付 順 番 議 員 名 党 名 

 

 

３ 

月 

５ 

日 

 

１ 佐 藤 弘 信 無  所  属 

２ 野  崎  喜  彦 無  所  属 

３ 鈴 木  隆 無  所  属 

４ 藁  谷  直  吉 無 所 属 

５ 松 崎 法 通 無 所 属 

６ 岡 部 淳 一 日 本 共 産 党 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 番 

佐藤弘信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 住んでよかった町

づくりについて 

（町 長） 

（１） 町民が安全・安心して生活できる環境の整備につい

て伺います。 

（２） 人口減少の中で、町の特色・特徴を生かした町づく

りについて伺います。 

（３） これからの町づくりのための人材の育成について伺

います。 

（４） 医療費削減と、町民の更なる健康管理について伺い

ます。 

（５） 観光資源を今後どのように生かしていくのか伺いま

す。 

 

 

２． 森林林業の振興に

ついて 

（町 長） 

 

（１） 千年の森育成事業は、いつから事業化されたのか。

また、その目的は何か伺います。 

（２） 論田小学校跡地で進んでいるバイオマスガス発電所

の進捗状況はどのような状況か伺います。 

（３） 脱炭素社会に向けた国・県の取り組みも具体化しつ

つあります。２０５０年のカーボンニュートラル実

現に向けて、森林の役割は大きくなっています。町

ではどのようなことが想定されるか伺います。 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 番 

野崎 喜彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 発展的で健全な行

財政運営の推進に

ついて問う 

（町 長） 

 

（１） 副町長の選任に向けた現状を伺います。 

（２） 「道の駅拡張計画」に伴う、令和６年度における「基

本構想の策定」、造成設計費用と造成工事費用の項目

ごとの予算積算並びに事業の達成目標について伺い

ます。 

（３） 「地域公共交通」に対する令和６年度のシステム構

築の達成目標と課題について伺います。 

（４） 少子化の現状と改善に向けた令和６年度の重点的な

取り組みは。 

（５） 移住・定住策の一つの取り組みとしての、企業誘致

に向けた取り組みの現状と課題は。 

（６） 令和６年度における、人づくりと住民参加の行政推

進に向けた取り組みについて伺います。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

２ 

 

 

 

 

４ 番 

野崎 喜彦 

 

 

 

２． 健康づくりの推進

について 

（町 長） 

 

 

（１） これまでの健康政策の効果はどのように表れている

との認識でしょうか。 

（２） 町内に独居老人世帯が散見されますが、どのような

支援策と対応を講じているのか。 

（３） 認知症者の把握はしているのか。また、その対応策

について伺います。 

（４） 介護予防への取り組みと現状について伺います。 

（５） 介護を行っている家族など（ケアラー）への支援の

現状について伺います。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 番 

鈴木 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 食品衛生法の改正

による対応につい

て 

（町 長） 

 

（１） 対象となる事業所、個人事業主を把握しているか。 

（２） 道の駅に出荷されている方で関連される方は。 

（３） 改正法による町の対応は。 

 

２． 町防災無線放送に

ついて 

（町 長） 

 

 

（１） 朝の「時報メロディー」に対して何らかの苦情があ

ったのか。 

（２） 取りやめるにあたり、多くの町民の意向を確認した

のか。 

（３） 音量の調整等は考えなかったのか。 

（４） 屋外スピーカーを使用せず、戸別受信機の調整等で

対応することは考えなかったのか。 

３． 町道維持管理につ

いて 

（町 長） 

 

（１） 町道の除草がままならない路線の状況があると思う

が、防草の考えはあるか。 

（２） 除草業務を地域の方々に委託するという考えはある

か。 

（３） 舗装の打ち替え等、定期的に劣化状況から判断して

補修や修繕を行っていると思うが、その際、長寿命

化を考えて改修工事を行う考えは。 

４． 公共用地取得の基

本的な考えは 

（町 長） 

 

（１） 先を見越しての取得と思われるが、具体的な活用の

検討をしているのか。 

（２） 本物件は１５，０００平方メートルを超える広大な

敷地であるが、どのような事業に適すると考えられ

るか。 

（３） 購入希望価格は適正と考えるか。 

（４） 企業誘致を考えたときに、工業用地があることは必

須条件であるが、町内に更に用地確保すべきと考え

るか。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

４ 

 

 

 

 

５ 番 

藁谷 直吉 

 

 

１． 古殿町中学生議会

の提言実現につい

て 

（町長・教育長） 

 

（１） 町のスクールバス指定乗り降り場所は、何カ所ある

のか。 

（２） 現在、指定の乗り降り場所に街灯を設置してあるの

か。 

（３） 乗り降り場所に、ソーラー街灯を設置する考えはあ

るのか。 

（４） 防犯街灯設置する費用助成の考えはあるのか。 

（５） 中学校の和式トイレ、洋式トイレはいくつあるのか。

また、壊れたトイレはいくつあるのか。 

（６） 提言後、トイレ改修工事をするとのことですが、ど

の程度改修する計画か。 

（７） 温水洗浄便座（ウオシュレット）に改修する考えは

あるのか。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 番 

松崎 法通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 今後の道の駅のあ

り方と進め方につ

いて 

（町 長） 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 道の駅拡張に向けた検討委員会の設置の前に、町民

の皆さんや、町外の方々を含めたアイデアの集約を

どのように考えているのか。 

（２） 新しい道の駅の組織、運営、経営形態はどのように

考えているのか。 

（３） 積極的な集客をどのように考えているのか。 

（４） 豊富な品揃えは買う者にとって魅力だが、今後の農

産物の出荷者の維持を考えているのか。 

（５） 限りある資源の中で、民間業者による運営委託もあ

ると思うが、基本的にはどのように考えているのか。 

（６） 多額の建設費、開業後の財政負担の返済のイメージ

はできているのか。 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９ 番 

岡部 淳一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 令和６年度主要事

業の具体策と取り

組み方 

（町 長） 

 

（１） 総務課事業に公共交通網整備予算措置がない。今年

度の取り組みは。 

（２） 健康福祉課事業に子育て支援計画とあるが、どんな

内容が提起され、どのような形で進められるのか。 

（３） 産業振興課事業の農業機械支援決定はどんな協議が

なされた結果なのか。 

（４） 産業振興課事業のフルドノタイムの取り組みと実績

をどう評価しているのか。また今後の取組方の方向

性は。 

（５） 地域整備課事業の西渡団地建替の進捗状況と、伴う

現在の借地をどうするかの協議は進んでいるのか。 

（６） 能登半島地震を受けての防災計画・ハザードマップ

の見直しはあるのか。新聞社の防災アンケートの新

規・一部新規事業の盛り込みにはどう答えたのか。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

６ 

 

９ 番 

岡部 淳一 

 

２． 町道対策と県道の

改修・改良に対す

る考え方 

（町 長） 

（１） 山上地区宮前から古殿線の実状認識と今後の改修計

画は。 

（２） 竹貫地内からふるどのクリニックへ行く路線で、県

道から橋までの道路状況の認識と対応は。 

（３） 町民もまた、県民として県道の改修・改良を望んで

いる。その声を代表して県に伝えるのも町の役割と

思うが、どう対処しているのか。 

（４） 道路の草刈り等で「緊急雇用」同様の対応をすべき

との声がますます強く出されている。その声に応え

るべきではないか。 

 

 


